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を
め
ざ
し
‐
更
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

陣
害
福
祉
計
衝
の
完
全
実
庵
を
椎
遭
し
よ

互
の
理
解
と
会
員
の
珊
釦
・
組
癒
の
拡
充
を

体
障
害
肴
連
合
会
の
充
実
に
協
力
・
抄
刺
し

｛
通
し
よ
．

ｊ

み
づ
●

■

一

千葉市身障者福祉会

発行広報委員会

責任者飛嶋信行

」。

第六十七回千葉市身体障害者福祉大会
（みやざき倶楽部にて）
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口

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
「
第
六
十
七
回
福
祉
大
会

兼
新
年
会
」
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
平
成
三
十
年
一
月
二
十

一
日
（
日
）
十
時
よ
り
Ｊ
Ｆ
Ｅ

み
や
ざ
き
倶
楽
部
「
ミ
ュ
ー

ズ
ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
総
勢

一
二
五
名
が
参
加
し
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
飛
嶋

理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
小

倉
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
私
と
も
に
お
忙
し
い
中
、

ご
来
賓
に
千
葉
市
市
議
会
議

長
、
小
松
崎
文
嘉
様
。
千
葉

市
障
害
者
自
立
支
援
課
課
長
、

柏
原
郁
夫
様
。
千
葉
市
身
体

障
害
者
連
合
会
副
会
長
兼
、

千
葉
市
視
覚
障
害
者
協
会
理

事
長
、
大
石
千
恵
様
。
千
葉

市
聴
覚
障
害
者
協
会
副
会
長
、

川
上
宏
子
様
。
日
本
芸
能
協

会
（
朱
龍
会
代
表
）
最
上
流
家

元
、
最
上
華
寿
希
様
。
日
身

連
収
益
事
業
所
部
長
、
小
林

道
夫
様
。
の
皆
様
を
お
迎
え

し
、
高
山
会
長
が
主
催
者
挨

拶
を
さ
れ
、
続
い
て
小
松
崎

文
嘉
様
、
柏
原
郁
夫
様
、
大

石
千
恵
様
よ
り
大
会
へ
の
祝

辞
と
「
福
祉
会
の
今
後
の
更

『
第
六
十
七
回
福
祉
大
会
』
盛
大
に
開
催

な
る
発
展
と
活
躍
を
期
待
す

る
」
と
の
心
温
ま
る
激
励
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
昨
年
度
の
各
分
野
の

受
賞
者
の
紹
介
を
行
い
、
会

場
の
皆
様
よ
り
温
か
い
拍
手

で
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
紹
介
の
後
は
砂

原
理
事
に
よ
る
「
大
会
宣
言

（
案
）
」
、
石
川
理
事
に
よ
る

「
大
会
決
議
（
案
）
」
が
提
出
さ

れ
、
満
場
の
拍
手
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
原
案
通
り
承
認
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

林
理
事
に
よ
る
万
歳
三
唱
、

小
嶋
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
で
第
一
部
の
式
典
が
終
了

し
ま
し
た
。

第
一
部
式
典
開
始
約
八
分

時
点
で
江
野
澤
副
会
長
、
急

性
心
臓
発
作
に
倒
れ
懸
命
の

緊
急
蘇
生
を
試
み
る
も
十
一

時
四
十
四
分
青
葉
市
民
病
院

に
て
逝
去
さ
れ
た
事
が
、
第

二
部
の
後
半
に
高
山
会
長
よ

り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
「
新
年
懇
親
会
」

は
小
嶋
副
会
長
の
総
合
司
会

に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

小
嶋
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
、
花
島
理
事
の
「
乾
杯
の

音
頭
」
で
美
味
し
い
食
事
を

1

1

1
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頂
き
な
が
ら
楽
し
い
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

初
め
に
各
地
区
か
ら
選
抜

さ
れ
た
当
会
員
に
よ
る
六
地

区
か
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り

上
が
り
、
続
い
て
朱
龍
会
様

方
出
演
の
素
晴
ら
し
い
踊

り
に
目
を
奪
わ
れ
拍
手
喝

采
。
さ
ら
に
恒
例
と
な
り
つ

つ
あ
る
ミ
ス
タ
ー
田
川
（
田

川
誠
氏
）
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
に
も
目
を
奪
わ
れ
・
そ
の

後
再
び
会
員
に
よ
る
カ
ラ
オ

ケ
、
続
い
て
恒
例
と
な
っ
た

ビ
ン
ゴ
大
会
が
催
さ
れ
た
。

ピ
ン
ゴ
マ
シ
ー
ン
よ
り
は
じ

き
出
さ
れ
る
数
字
を
進
行
役

で
あ
る
飛
嶋
理
事
が
読
み
上

げ
、
そ
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、

ピ
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
目
を
向
け
、

会
場
全
員
夢
中
と
な
り
、
瞬

く
間
に
終
了
予
定
時
間
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
後
に
小
嶋
副
会
長
の

「
閉
会
の
こ
と
ば
」
で
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
皆
様
、
ご
出
演

の
「
朱
龍
会
」
の
皆
様
方
、
ご

苦
労
様
で
し
た
。

来
年
も
会
員
・
家
族
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し

い
新
年
福
祉
大
会
が
開
催
出

来
ま
す
よ
う
に
祈
願
し
て
ご

報
告
と
し
ま
す
。（

広
報
委
員
会
）

’
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【
大
会
宣
言
｝

本
日
、
こ
こ
Ｊ
Ｆ
Ｅ
み
や

ざ
き
倶
楽
部
に
お
い
て
第
六

十
七
回
千
葉
市
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
日
頃
本
会
に
寄
せ
ら

れ
た
各
方
面
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
四
月
の
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
施
行
に

伴
い
、
千
葉
市
で
は
対
応
要

領
・
対
応
指
針
を
作
成
し
職

員
は
も
と
よ
り
一
般
市
民
へ

障
害
者
へ
の
理
解
活
動
を
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

差
別
や
偏
見
が
見
受
け
ら
れ

る
の
が
現
状
で
す
。
合
理
的

配
慮
の
範
囲
を
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
と
線
引
き
す
る
の
は

む
ず
か
し
い
の
で
、
障
害
者

自
身
が
常
に
意
識
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ど
ん
な
重
度

の
障
害
を
背
負
っ
た
人
で
も

こ
の
世
に
生
を
受
け
い
ら
な

い
命
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
、

か
け
が
え
の
な
い
社
会
の
一

員
で
あ
り
、
家
族
に
と
っ
て

大
切
な
宝
で
す
。

私
達
障
害
者
は
「
私
た
ち

の
こ
と
は
、
私
た
ち
抜
き
で

行
わ
な
い
で
」
を
基
本
に
障

害
を
理
由
と
し
た
不
当
な
扱

い
を
注
視
し
、
そ
し
て
障
害

者
の
社
会
参
加
を
こ
ば
む
障

壁
（
バ
リ
ア
）
の
解
消
を
市
民

共
通
の
目
標
に
か
か
げ
、
差

別
の
な
い
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ど
の
様
な
状
況
下

に
お
い
て
も
日
身
連
を
は
じ

め
障
害
者
団
体
の
連
携
を

益
々
強
め
る
必
要
性
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
障
害
者
の

も
つ
問
題
意
識
を
共
有
し
、

団
体
活
動
を
通
じ
て
不
断
の

1

h

’

’ 目
標
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の

実
現
に
向
け
、
魅
力
あ
る
福

祉
会
と
し
て
、
又
、
地
域
社

会
を
構
築
す
る
一
員
と
し
て

そ
の
社
会
的
責
任
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
更
な
る
推
進
に

向
け
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
決
意
し
宣
言
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

☆
第
十
七
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
」

仲
森
昌
子
選
手
・
・
・
一
般
卓
球
競
技
ｌ
銅
メ
ダ
ル

田
中
義
雄
選
手
・
・
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
ｌ

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
七
位
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
金
メ
ダ
ル

☆
第
四
十
八
回
政
令
指
定
都
市
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）
参
加
者

監
督
・
・
・
江
野
澤
副
会
長

選
手
：
・
平
本
弘
志
、
高
橋
春
雄
、
林
四
郎
、
片
岡
山
訓
、

卯
田
孝
子
、
村
松
百
合

チ
ー
ム
総
合
ｌ
ブ
ー
ビ
ー
賞

チ
ー
ム
敢
闘
賞
Ｉ
高
橋
春
雄

☆
第
五
十
一
回
三
笠
宮
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
品
川
プ
リ
ン
ス
ボ
ー
ル
）
参
加
者

高
木
健
治
、
小
野
昭
光
、
平
本
弘
志
、
卯
田
孝
子
、

仲
森
昌
子

個
人
賞
・
・
・
卯
田
孝
子
選
手
（
女
子
準
優
勝
）

文
化
部
門
受
賞
者

○
第
二
十
三
回
千
葉
市
障
害
者
作
品
展

千
葉
市
議
会
議
長
賞
Ｉ
大
川
元
希

千
葉
市
社
協
会
長
賞
ｌ
烏
井
章

身
障
者
連
合
会
会
長
賞
Ｉ
松
下
徹
雄

努
力
賞
Ｉ
女
池
恵
理
子
、
吉
田
和
子
、
中
村
泰
治

特
別
参
加
賞
（
五
年
連
続
出
展
）
ｌ

荒
武
州
栄
雄
、
海
老
原
雄
二
、
大
堀
シ
ン

受
賞
者
紹
介
（
敬
称
略
）

福
祉
大
会
に
お
い
て
次
の
方
々
が
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
日
身
連
会
長
表
彰
団
体
役
員
功
労

松
岡
多
喜
子
理
事

平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
日

日
身
連
福
祉
大
会
「
岐
阜
・
清
流
大
会
」
に
て
受
賞

◆
千
葉
市
長
福
祉
市
政
功
労
者

砂
原
時
男
理
事

平
成
二
十
九
年
十
月
十
八
日

京
成
ミ
ラ
マ
ー
レ
六
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
て
受
賞

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
及
び
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
拝
謁

江
口
巖
理
事

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

厚
生
労
働
省
・
皇
居

大
会
決
議

身
体
障
害
者
福
祉
の
向
上
を
念
願
す
る
我
々
は
、
本
日

の
大
会
で
次
の
事
項
を
決
議
し
、
こ
れ
が
実
現
を
期
す
。

一
、
自
覚
を
高
め
、
障
害
者
相
互
の
理
解
と
会
員
の
増
加
・

組
織
の
拡
充
を
図
ろ
う
。

一
、
一
般
社
団
法
人
千
葉
市
身
体
障
害
者
連
合
会
の
充
実

に
協
力
・
参
加
し
よ
う
。

一
、
全
員
参
加
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
更
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
推
進
し
よ
う
。

一
、
千
葉
市
障
害
者
計
画
及
び
障
害
福
祉
計
画
の
完
全
実

施
を
推
進
し
よ
う
。

以
上
決
議
す
る
。

平
成
三
十
年
一
月
二
十
一
日

第
六
十
七
回
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

胃
川
Ｊ
■
Ｆ
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’千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
恒
例
の
第
五
十
三
回
「
体

育
祭
」
は
六
月
三
日
（
且
高

浜
の
千
葉
市
療
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。
（
九
時
受

付
、
十
時
開
会
）

参
加
の
申
し
込
み
（
名
前
、

人
数
）
と
「
た
い
よ
う
号
」
利

用
希
望
者
は
五
月
十
二
日

（
金
）
ま
で
に
地
区
役
員
へ
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
た
い
よ
う
号
」
は
京
成
千

葉
中
央
駅
、
九
時
出
発
で
療

育
セ
ン
タ
ー
間
を
運
行
し
ま

す
。

（
体
育
委
員
会
）

「
第
五
十
二
回

体
育
祭
」
開
催

’

「
ふ
れ
あ
い

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

終
わ
る

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
の
「
第
七
十
三
回
ふ
れ
あ

い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
は
二

月
十
一
日
（
日
）
鎌
取
イ
オ
ン

の
五
階
ラ
ク
ゾ
ー
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
選
手
二
十
九
名
、
応

援
者
十
七
名
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

表
彰
式
で
は
、
前
回
優
勝

の
松
本
弘
美
さ
ん
と
宮
脇
澄

子
さ
ん
に
高
山
会
長
よ
り
レ

プ
リ
カ
の
贈
呈
。
今
回
の
優

勝
は
男
子
、
小
倉
春
夫
さ
ん
、

女
子
、
田
中
秀
子
さ
ん
に
優

勝
カ
ッ
プ
が
手
渡
さ
れ
、
祝

福
の
拍
手
の
中
、
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

役
員
、
参
加
者
の
皆
様
お

疲
れ
様
で
し
た
。

次
回
も
多
く
の
参
加
者
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）

1

四画h~単3月

千
葉
身
障
の
歴
史
、
二
回

目
と
な
る
今
回
は
ち
ょ
う
ど

十
年
前
。
平
成
二
十
年
三
月

一
日
発
行
の
第
一
九
六
号
で

す
。

一
面
、
二
面
に
は
十
年
経

過
し
た
今
と
変
わ
ら
ず
、
千

葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

の
記
事
。
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
と
言
え
ば
、
会
場

が
千
葉
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
て
い
る

事
、
参
加
者
数
が
今
年
一
二

干寅身■ ■1脚弓

千
葉
身
障
の
歴
史
②

阜
隼
ご
醒
宛
口
甘
廿
鉛
が
氏
弓
Ｃ
呂
牢
轆
翼
Ｆ
展
鋤
り

こ
ｇ
仇
子
①
■
で
唯
．
丑
垂
で
・
ぬ
●
障
陣
さ
９
■
健
の

■
わ
危
客
ご
邑
廓
告
む
く
十
巳
嘩
鐙
強
ｎ
期
■
■
毎
行

一
■
■
の
お
る
人
ら
唖
か
人
の
的
■
む
な
覆
牲
毎
打
Ｌ

Ｌ
Ｄ
廊
臣
■
ら
し
や
す
い
や
閏
捧
睡
画
を
■
こ
て
毎
拳
の

お
厚
作
り
会
”
』
解
唾
浬
ロ
凹
毎
『
完
全
●
垂
と
竿
毎
ロ

ー
カ
．
■
で
は
．
亀
茸
《
の
の
お
里
陰
向
け
．
鋪
力
あ
る

例
碑
”
■
．
尚
■
Ｄ
理
佇
士
■
靴
●
と
し
て
『
住
み
よ
駆

部
棉
少
む
れ
雌
台
風
姉
■
我
■
糞
、
蛍
イ
く
２
吟
可
追

の
再
ｑ
■
の
中
で
は
』
昨
年
し
叉
な
る
顛
竃
略
画
鈴
も
全

十
〃
か
ら
→
■
春
行
向
立
工
力
企
隼
く
十
品
と
を
衝
■

瓜
降
』
顔
鬼
合
寓
巧
さ
ｈ
，
し
、
瓦
匂
す
る
▽

色
し
い
我
艮
踵
あ
り
。
日
田
平
成
二
十
甲
酉
月
二
十
七
佃

律
か
ら
⑪
■
騨
口
■
Ｅ
上
り
■
基
十
七
凶

阜
立
な
凡
互
Ｌ
駐
■
輯
’
二
。
千
■
南
身
体
嘩
毎
智

郡
ぶ
い
函
垣
罰
奉
輻
奉
一
■
ヰ
や
芋
何
“
尭
古

－田逗
阜
■わ9＄
■毎健ど
の毎千醒
心e●ぬ
⑫丘p■

人別でg
らを曜廿
唖も･鉛
も、く量が

八十垂症

栖晒｡■臼■…

■庁座何ら貝、

副ぽ趨唯且

－

五
名
に
対
し
て
一
八
五
名
と

現
在
の
約
１
．
５
倍
の
参
加

者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
面
に
は
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
開
催
告
知
、
体

育
祭
開
催
告
知
、
評
議
員
会

開
催
告
知
、
一
・
五
円
玉
募

金
、
新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
、

宣
伝
広
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

四
面
に
は
、
福
祉
会
の
研

修
・
見
学
旅
行
と
し
て
五
月

に
開
催
予
定
の
長
野
行
の
告

四一頬 千麓身 郡9 千津身庫 風揖時1

己

’
一

知
が
全
面
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

04一堂4分■2T④1

現
在
で
は
、
諸
事
情
に
よ

毎
度
で
す
が

掲
載
写
真
が

小
さ
く
見
づ
ら

く
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
是
非

虫
め
が
ね
等
で

じ
っ
く
り
眺
め

て
み
て
下
さ
い
。

広
報
委
員
長

飛
嶋

’

’ ’

大

身
虹
■
■

尿
■
６
兎
一

。
■
叉
＆

口
早
■
画

・
念
且
●

ロ
干
室
旬

畢

上

洩

邑

漏

上

Ｅ

全

■

ず

ろ

亜

勾

畦

。

率

日

毎

丈

金

で

其

○

ｓ

■

２

画
■
を
■
Ｔ

『
ワ
守
旬
ｘ
の
珂
幻
と
つ
■
飼
巧
エ
◆
■
岐
向
睦
屍
ｆ
■
ろ
う
“

毎
杜
■
”
■
旬
企
司
史
垂
偉
■
刀
。
●
起
し
』
冒
争

向
づ
く
り
そ
の
ず
し
。
又
輻
パ
リ
ア
フ
ザ
’
七
号
何
浬
し
夢
２

仕
齢
写
・
鳳
狙
勝
■
の
庭
舍
声
珂
曾
■
■
し
よ
凸
も

●

干
阜
一
貝
二
十
七
白

■
里
十
七
■
手
■
南
身
体
陣
再
可
描
睡
天
命

垂
庚
』

９
９

蕊
一

里
卓

P■
Lエ

塵
汽
理

昼
武
ロ

■
村

一
ナ
室
毎

乎
■
ロ ■0

■

■

Ｆ

■
③

ｐ

●

虚

栂ｂ

い

り
・

Ｐ

Ｄ

Ｅ

申
毎
客
分
酋

琶

■

の

茜

■

一
胃
孟
二

弗

自

に

て

４

■

■

４

●

型

民

で

と

E早目

早寅を色のとせに■復奪
佑をも0丁てごらあ勾江煉工

：
鍼陣って･伊延札彪旬十m日
▲ぱぴ･ 《償造り唾と告・

蕊溌謹
裁鶏f鰡認§謡

画

R冨

奎
雛
耀
一

台

車

艮

仲

ゆ

元

■

ご

也

己
量
用
■
【
副
尊

凹
候
８
℃
０

召E，孟日＝ 面

垂
誰

巽
秀

呂至

■57回一一= .---.-. 五,L迄み-匹』

『
１
Ｉ
望

■1SGS

霞蕊
、:f琴登ヅ

ーム －－

5鍵､義幽

守
日
庄
■
■
■
■
■
■
佃

全
。
『
輔
五
十
も
日
毎
廿
宝

全
津
盲
早
合
一
睡
骨
天
哩
■

さ
札
亀
＆
孝
嘩
二
十
■
一
月

『

三

・

七

Ｅ

一

■

一

十

旬

邑

十

分
よ
り
『
千
■
写
土
○
金
鉾

弔
セ
ン
タ
二
一
■
大
匡
■

考
毎
缶
一
Ａ
重
＆
課
ｐ
あ

し
。
■
た
略
鍵
■
さ
、
左
』

今
宅

■
一
句
打
式
ａ
で
唾
辱
⑰

■
句
む
め
■
合
ｎ
吋
便
よ

り
．
十
分
頓
安
邑
の
，
鱒
食

、
茸
■
で
夷
夕
卜
Ｔ
６
ｐ

全
嘱
と
も
ヱ
筐
Ｌ
い
甲
ご

■
復
唱
Ｄ
千
■
■
■
辞
甘
回

宜
立
■
■
長
《
千
重
軒
昌
代

■
一
■
■
■
兜
■
・
子
皇
呵

身
津
■
■
冑
画
甦
筐
隼
薯
命

念
合
■
．
■
田
伍
弔
■
０
千

列
屯
■
茸
■
Ｗ
ｑ
時
宙
■
倉

長
。
大
丙
午
邸
。
。
千
■
宙

■
宜
的
再
守
巴
宙
翻
舎
禺
口

囚
■
狗
等
■
０
臣
つ
む
ん
れ

ん
な
■
亭
■
番
率
鷺
■
‐
小

輯
画
犬
嬢
。
Ｎ
事
■
■
■
■

一
転
■
古
代
■
』
且
上
垂
茸

免
．
丑
上
■
寿
命
■
ぬ
■

亀
刀
を
郵
匂
全
し
。
■
必
台

昌
が
女
口
々
炉
■
ロ

戸
争
■
”
各
分
蒔
句
会
■

ご
威
古
介
臼
転
古
■
の
■
■

上
り
■
年
い
益
乎
で
Ｒ
知
巳

“
鴎
誌
目
角
寿
。
園

■
宣
導
季
＆
弓
．
巽
会
『
伺

藍
》
酷
諾
露
皿

伸
十
ら
一
と
の
心
■
全
６
口

■
の
珈
甘
■
を
顕
心
宜
Ｌ

←
、
な
■
ご
毎
余
の
■
画
，

鹿
野
の
ｓ
毎
嵯
と
５
『
大
金

丘
■
■
○
島
■
早
亭
尾
屋
ら

一
大
舎
徒
■
室
》
栽
寄
亜
ａ

齢
．
■
■
の
側
亨
匡
上
り
整

侭
ぞ
屈
躯
，
阜
寓
全
勺
黄
■
○

易
挽
さ
混
む
Ｌ
α
○

鉢
竃
写
瞳
産
も
揖
刃
●
亘

名
。
小
埼
副
向
昼
の
珊
会
の

円
■
で
■
二
■
の
唾
異
鋲
鉾

了
し
虞
Ｌ
鮎
、

『
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
』

盛
大
に
開
催
き
れ
る

瘻
一
■
一
ｐ
一
行
■
の
●
■
上
■

こ
□
た
合
鱈
子
■
直
と
子

唇
ユ
ゴ
面
う
め
■
■
を
■
も

呑
屋
球
す
り
■
句
と
早
■
皆

打
夷
教
Ｉ
ラ
天
食
卑
竿
陸
大

し
左
喀
幻
嘆
捻
尻
嵯
“
早
し

１ｔ
子
■
喧
心
垂
■
古
●
範
佳

台
洞
例
の
轟
■
十
三
■
『
”

冑
包
』
雄
食
月
凡
■
『
ｇ
一

■
義
。
千
皿
宙
虹
旬
学
シ
Ｐ

８
匡
で
■
姑
位
し
立
マ
。

●
噂
の
、
込
み
一
も
塵
世

人
●
》
と
邑
亀
郡
産
う
毎
』

舗
遥
躍
雅
霊

一
に
群
＆
う
り
』
睡
車
虚

鐘
績
溌
憩穏窓

「転入全興」のお知ら-筐■ユ鈴毎暉L認酋
＝ ■ 一 一 一一一里

、益子

平
成
二
十
年
度ｌ

手
あ
導
命
俸
辱
■
き
■
七

台
国
辱
唾
二
令
写
■
⑤
田
■

一
体
■
■
合
』
婬
王
月
二
十

蠕
一
。
》
辱
働
■
■
の
・
・

Ｐ
■
負
の
■
■
醒
旙
。
■

力
で
ご
お
内
し
立
寸
鋲
。
全

臼
寧
■
庫
で
ｇ
６
よ
う
健
予

■
」
て
夢
齢
言
下
０
屯

一
・
吾
壽
薯

《
■
宰
阿
な
辱
践
》

｡■竃阜蜀正調
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亜
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０
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干葉身障 第256号（4）平成30年3月1日

～異動のお知らせ～ ☆皆滕仲巨くしてね☆

福祉会は発足六十七周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。

知り合いの方や､お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。 （組織委員会）

高
浜
の
療
育
セ
ン
タ
ー
三

階
に
て
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
楽
し
く
プ
レ
イ

し
て
い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
募

集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
》
第
二
、
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
頃
迄

代
表
者
垂
佐
川
京
子

Ｔ
ｅ
ｌ
《
二
七
八
’
四
五
一
○

高
浜
の
療
育
セ
ン
タ
ー
三

階
に
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
サ

ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
和
気
あ
い
あ

い
と
の
ん
び
り
プ
レ
イ
し
て

い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
募

集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
》
第
一
、
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
頃
迄

代
表
者
》
佐
川
京
子

Ｔ
ｅ
’
二
一
七
八
’
四
五
一
○

高
浜
の
療
育
セ
ン
タ
ー
三
階
に

て
ボ
ッ
チ
ャ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
楽
し

く
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。
初
心
者

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
ど
な
た
で
も

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
募
集
も

行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
卵
第
一
、
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
頃
迄

代
表
者
恥
佐
川
京
子

Ｔ
ｅ
’
二
一
七
八
’
四
五
一
○

し
て
い
ま
す
。

歓
迎
で
す
。
皆

さ
ん
で
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
し
よ

う
。
詳
細
は
広

報
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
下

式
）
い
。

ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
で
は
一
緒
に
プ
レ
イ
し
て
く
れ

る
方
を
募
集
中
で
す
。
４
月
～
岨

月
頃
迄
、
毎
週
日
曜
午
前
中
に
千

城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大

＝一
百一』豆

ー

$画～
司

第
三
十
五
回
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
等
功
労
者
表
彰

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
が

発
行
す
る
本
誌
「
千
葉
身
障
」
は
千

葉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

が
出
来
ま
す
。
「
千
葉
市
身
体
障

害
者
福
祉
会
」
と
検
索
し
て
も
ら

え
る
と
直
ぐ
に
閲
覧
出
来
ま
す
。

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

二一 － ､

ポ
ー
ッ
等
功
労
者
表
彰
式
に
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
平
成

三
十
年
二
月
二
十
四
日
（
士
）
午
前

十
時
か
ら
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー

レ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
阿
部
ち

い
さ
ん
は
第
三
十
二
回
障
害
者
に

よ
る
書
道
・
写
真
全
国
コ
ン
テ
ス

ト
書
道
部
門
に
て
極
め
て
優
れ
た

こ
の
度
、
当

福
祉
会
の
阿
部

ち
い
さ
ん
が
、

第
三
十
五
回
教

育
・
文
化
・
ス

千
葉
身
障
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
、
問
合
わ
せ
は
以
下
に

お
願
い
し
ま
す
。

画
○
四
三
’
一
一
○
九
’
三
二
八
一

一
可
○
四
三
’
一
一
○
九
’
’
一
三
八
二

FaxTelぉ飛
山
幸
子
様
（
中
央
区
）

田
中
義
雄
様
（
中
央
区
）

村
松
百
合
様
（
中
央
区
）

高
橋
善
治
様
（
緑
区
）

山
口
隆
三
様
（
緑
区
）

醍
醐
正
子
様
（
美
浜
区
）

橋
本
悦
子
様
（
美
浜
区
）

毎
回
の
ご
協
力
に
感
謝
し

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
会
）
小
倉

田
中
巧
男
様
（
美
浜
区
）

平
成
一
千
九
年
士
頁
十
八
日
毛
十
歳
）

布
施
節
様
（
中
央
区
）

平
成
三
十
年
一
月
一
日
（
八
十
歳
）

春
田
辰
雄
様
（
稲
毛
区
）

平
成
三
十
年
一
月
一
千
日
毛
十
八
歳
）

江
野
澤
清
孝
様
（
花
見
川
区
）

平
成
三
十
年
一
旦
一
十
一
日
こ
く
十
一
歳
）

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
組
織
委
員
会
）
鳥
井

I

氏名

石川 勝

住 所

花見川区横戸町1583-84

電話番号

080-9286-8921

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
参
加
者
募
集

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

参
加
者
募
集

ボ
ッ
チ
ヤ
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

1

コ

計
報
一
件

I■■■■

●
五
円
玉
募
金


